



Introduction and the effects of KYT (Kiken Yochi Training) in training 
education for certified care workers
-Based on the practice case of training of KYT for care workers in 
nursing home for the elderly-
福 田 明 　 齋 藤 真 木
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険さを改めて感じた． けないと思った． 実際に介護を行う時にも気づけていけたらよ い演習だったと思う．
いと思った．
予防から防止策まで秩序だった考え方ができ 毎日の生活場面で，今は見えていない危険が隠 考えてみると，色々問題がある部分に気づけ， 実習でグループホームに行ったのですが，利用
るようになった． れていると思う．もっと気づけるようになって そういう現場に出くわした時，即座に行動でき 者が認知症であったため，なおさらこのKYTの
いきたい． ると思う．社会に出て振り返った時，KYTを行っ 演習が必要だと感じた．
たことが良かったなって思えると思う．




た． るようになった．演習を通して，今後，気をっけ 糧になり，今後の授業や実践において思い出す いう授業は今後も必要だと思う．
るべきところが分かったので良かった． こともあると思う．
利用者の周囲には危険がいっぱいあることを 高齢者の安全に配慮することで，人としての優 今後，利用者と接する機会があったら，しっか いろいろな角度から見ることができて良かっ
学べ，良い勉強になった． しさも培えると思う． りと危険を予測して支援していきたい． たと思う．
自分にとって安全でも，高齢者にとっては危険 普段あまり気にしないことでも，今回はそれに 今後は，視野を広くして利用者を見守っていき
なものもある． 目を向け，危険を考えることができた． たい．
利用者の周囲には，たくさんの危険が潜んでい
ると思った．
記載された自由記述を筆者らの判断によって内容別に大きく5っに分けた．（　）の人数は，それぞれの内容に該当する人数を表す．
諮
已
72 介護福祉士養成教育におけるKYT（危険予知訓練）の導入とその効果
4．考察
1）「食事の生活支援」の授業にKYTを取り入れ
　　た意義
　2005年の介護保険法改正では，栄養ケアマネジ
メントが導入される等，介護老人福祉施設等では利
用者の身体機能に応じた食事の生活支援が行われて
いる．利用者にとって食事は，人間の基本的欲求を
満たすだけでなく，日々の生活を楽しくする大切な
一時である．
　しかし，ICF（国際生活機能分類）の考え方か
らすれば，利用者は加齢に伴う機能低下や疾病・障
害（認知症等）によって食事の際に窒息や誤嚥等の
危険性もあるし，食事環境によっては転倒や異食，
熱傷等の危険性も考えられる．つまり，本来利用者
にとって楽しいはずの食事の場面も，こうした危険
が潜んでいることを介護職員が気づかなければ，楽
しいどころか，事故につながってしまうかもしれな
い．
　こうした状況があるなか，今回のKYTの授業に
よって，ほとんどの学生が「危険に気づく力が高ま
る」とその効果を認めていた．その意味で，「食事
の生活支援」の授業でKYTを試験的に導入した意
義はあったと思われる．
2）KYTの授業から得られる効果
　前述したとおり，KYTで用いるイラストは，た
だのイラストではない．「ともしび」で過去に生じ
た事故事例やヒヤリハット事例に基づき作成された
ものである．その意味で，KYTは現在進行形の「事
例検討」というより，むしろ過去形の「事例研究」
に相当するといえる．
　河内によれば，事例研究には次の4つの効果が
期待されると指摘している．「①ケア職員が問題状
況を意識化し，受け身になっているケア内容を積極
的にケアという仕事をすすめられるようになる，②
チームで事例を検証し，話し合う過程で自らの考え
を表現し，相手を理解し，それによってケアスタッ
フの意思統一とチームワークができる，③ケア職員
の教育・研修には最も有効な方法で，ケア職員のケ
ア技術・知識・態度・意識の向上が期待できる，④
グループダイナミクスの効果によって，自己の考え
や感情の傾向を知ることができる」4）．
　こうした指摘を根拠づけるように，KYTを行っ
ている最中や自由記述からは，危険を気づこうとす
る積極的な学生の姿勢や自らが学び・考えたことを
発表する様子が伝わってきた．また，自らが気づか
ない視点を他の人に教えられたりする機会があった
こともうかがえた．つまり，KYTの効果は，単に
危険に気づく力を高めただけでなく，学生同士が意
欲的に学び合える環境につながったこともあげるこ
とができる．今後も，こうした，お仕着せではなく，
学生同士が主体となって学び・気づいたことを発揮
できる機会の設定を大切にしていく必要がある．
3）学生の五感に働きかけるKYTの強み
　「ともしび」の萱津施設長は，「研修の実施方法は，
その目的や対象者に応じて工夫する必要がある」と
述べている．具体的には，「法律・制度の理解では
講義が適している．しかし，現場で直接利用者と関
わる介護職員には，講義よりも，スライドの活用，
ディスカッション，グループワーク，模造紙に考え
をまとめる等，実際に見て，聞いて，話して，書い
て，というように五感を働かせる手法を用いたほう
が理解を得やすい」と自らの経験を踏まえて説明し
ている．
　このことは，卒前教育にあたる介護福祉士養成教
育，とりわけ本学での授業にも当てはまるように思
われる．例えば，テキストを読みながら解説したり，
黒板に文字を書きながら説明したりする授業では，
学生が主体的に参加しにくい状況がある．また，事
例を読んで，その事例に登場する利用者へのケアプ
ランを立案する授業においても，「事例を読む」こ
と自体に抵抗を覚える学生もいる．自ら「事例を読
まない」ため，教員が事例について詳しく説明して
も，受け身の学習になりやすく，結果的にその学生
は主体的に授業に参加できず，理解も不十分なまま，
授業が進んでしまっているように感じられる．
　その点，KYTは，その事故やヒヤリハットが生
じた直前の状況が克明にイラストに描かれており，
視覚的にもその場の状況が学生にイメージしやす
い．それだけに，多くの学生が悩むことなく　，’積極
的に授業に入りやすく，その結果，隠された危険に
気づく力が高まるのではなかろうか．その意味で，
教員は学生にもわかりやすい情報を思考・創造し，
提供していくことが求められる．情報がよりわかり
やすいものになるためには，口頭や文字情報だけで
はなく，図，表，写真，イラスト，映画，テレビ，
ビデオ，音響といった，多様なビジュアル情報もさ
らに活用していく必要がある．
4）授業におけるKYTの今後の課題
　施設で生活する利用者やそこで働く介護職員は常
に動いている．そのため，食事の場面は一時として
同じ場面にはならない．それだけに，今回のKYT
の授業では，既存のイラストを用いたという点で，
人的にも物的にも限定された条件下での取り組みに
なってしまったことは否定できない．その意味で，
今後は，学生が実習で経験した場面をイラストや
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ロールプレイ，あるいは映像で表現して，KYTに
取り組むことも必要になってくると思われる．なぜ
なら，学生が経験した場面を自ら表現することで，
さまざまな場面が作り出され，より柔軟な発想へと
結びっくことが期待できるからである．
　さらに，介護福祉士が担う生活支援の場は食事の
場面だけに限らない．利用者の入浴，排泄，余暇活
動，外出等，多岐にわたる生活場面で介護福祉士は
利用者と関わることになる．それだけに，今回は「食
事の生活支援」のなかでのKYTの授業展開にとど
まったが，今後は，他科目でもKYTを用いた授業
を導入できないかどうか，他科目を担当する教員と
も協議・検討していきたいと考えている．
　また，学生のなかには，KYTの演習を通して，
現場には危険が存在することを認識したがゆえに，
次回の実習に対して不安を持ってしまった人もあっ
たと思われる．今後は，そのような学生に対するフォ
ローの仕方も含めて本授業の展開方法を再検討して
いく必要がある．
V．おわりに
　以上，卒後教育・研修としてのKYTの取り組み
事例と卒前教育への適応可能性について筆者らの授
業での取り組みを中心に報告してきた．本稿を通し
て，筆者らは「つながり」の重要性を感じた．それは，
「卒後」（社会人）か「卒前」（学生）か，という違
いはあるにせよ，事故やヒヤリハットが施設等で起
きる点は共通しており，卒後教育・研修と卒前教育
をリンクさせていく必要性である．埋橋も「卒前の
教育機関においても，事例を用いた演習は，教育現
場と実践現場をつなぐ重要な役割を担っている」と
指摘している5）．
　例えば，「ともしび」が取り組むKYTの効果と
して，「ヒヤリハット報告の件数増加」と「新人介
護職員が先輩介護職員の経験から学べること」があ
げられていた．これは，①事故にはならなかったも
のの，事故につながるかもしれない出来事にっいて
介護職員が気づけるように変化したこと，②事故防
止に向けて互いに学び合うことができるようになっ
たことを意味する．実は，これらの効果については
「食事の生活支援」におけるKYTの取り組みでも，
①気づく力の高まり，②他のグループからの学び合
い等からみてとれる．つまり，KYTについては，「卒
後」と「卒前」双方において，ほぼ共通した効果が
みられたことになる．介護福祉の職場で求められる
事故防止とそのための能力を卒前教育の段階から少
しずつ学び得ていくことは，「卒後」と「卒前」の
っながりが強化され，将来の学生の可能性を高めて
いく結果になると思われる．
　それだけに，今後も，先行する介護職員への卒後
教育・研修におけるKYTから学び，学び得たこと
を参考にして，介護福祉士養成教育のなかにKYT
をどのように取り入れたらよいか，その方法にっい
てさらに検討していく必要がある．ただし，その場
合には，施設等と介護福祉士養成校との目的の違い
を忘れないことが求められる．井上は，介護福祉士
が行う支援について「介護を必要とする人の望む生
活に近づけるために，生活の変化を予測し，先見性
とリード性のうえに立って援助内容を変化させてい
かなければならない」と述べている6）．これを筆者
らが担う介護福祉士養成教育における事故防止に向
けた授業に転換した場合，次のようになると思われ
る．つまり，「将来に向けて，学生（実習生）がイ
キイキと学ぶ（実習する）ために（事故に遭遇しな
いために），学生の危険を予測する力を高め，先見
性と根拠の上に立った介護福祉教育を検討・導入し
ていかなければならない」と．
注1）ヒヤリハット事例が重大事故防止に役立っ理
　由として，以下の5点が指摘されている．①件数
　が多いため発生要因の分析に適する，②事故とヒ
　ヤリハットには発生の成り立ちに差がない，③日
　常的なヒヤリハット事例は印象的で，職員間の教
　訓を共有しやすい，④事故ではないので，職員間
　のオープンな議論の対象にしやすい，⑤事故まで
　に至らなかった過程を検討することで，予防シス
　テムの検討ができる（萱津公子：リスクマネジメ
　ントと人権と権利．志田民吉編：臨床に必要な人
　権と権利擁護一人権・権利擁護論，弘文堂，194，
2006）．
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